
　当ロータリークラブとして、同校への支援活動は 3回目の今回を一区切りとしてお
り、1回目は高等部の生徒へ清掃道具運搬用カート一式を、2回目は中学部の生徒へ
スナッグゴルフ用具一式を贈呈してきました。このたびは、肢体不自由や重い知的障
害を抱える児童にも、主体的・積極的に身体を動かし楽しむことができる運動に役立
てていただこうと、小学部の児童へボウリング、サークルバスケット用具一式を贈呈
しました。何れも児童生徒の将来の自立と社会参加に向けた体力づくり及び余暇活動
の充実を図ることが目的。加えて、ゲーム的な活動や接遇などの交流を通して、指導
や助言を行うことにより、児童生徒の社会性を高めることにあります。

プロジェクトの概要

参加者

訪問先 プロジェクトの受益者

生徒にバスケット道具の説明をする教頭先生

広島中央ロータリークラブ　    43 名
広島市教育委員会　　　　　   　2 名
広島特別支援学校長  保護代表    4 名
　〃　商学部 4.5.6 学年生徒     38 名
　〃　高等部生徒　　　　　   16 名

広島市南区出島 4-1-4
広島市立広島特別支援学校

当日のプログラム
１．ロータリアンと生徒で８チームを編成し、ボウリング、バスケットとダンスを一緒に体験した。
２．高等部生徒の焼いたクッキーとコーヒーで接待を受け、生徒との名刺交換を行った。
　　お土産に生徒の焼いたパンを頂いた。
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中国新聞に掲載された記事

産経新聞に掲載された記事

生徒の作品

狙いを定めてピンを倒す

名刺交換でコミュニケーション クッキーとコーヒーの接待を受ける会員

全員でダンスゲームボウリングゲーム バスケットゲーム

スポーツを一緒に楽しんだ後は、高等部
1年生との交流会に参加した。名刺交換
でコミュニケーションをとった後、自分
たちが手作りしたクッキーとコーヒーで
接待を受け、学校生活の事や、将来の夢
などを聞くことができた。

　ボウリングやサークルバスケットは、単純な動作で楽しめ、誰にも分かり易く興味を引き易い
ものであり、肢体不自由のある児童や知的障害の重い児童にとっても、主体的・積極的に身体を
動かし、楽しむことが出来る運動の一つ。このような運動を楽しむ中で、運動習慣の定着による
体力の保持増進だけではなく、自立の基礎となる活動に積極的に取り組む力や、人と関わる力な
どを高めることが出来るものと期待しています。
　指導する教師にとっては、ルールなどの指導、生徒にとっては体を動かしながら、団体行動を
学ぶことが可能です。


